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本年も実習内容の充実と部門運営改善の観点か
ら作目と作型の多様化に取り組んだ｡圃場面積は
148.2a,作付延べ面積は166.6aであった｡作付率
は112%で,前年の145%よりもさらに減少した｡
これは南5号圃場 (旧農場本館跡地)の作付を減ら
したことと飼料作および冬作の面積減少が主因で
あるが,次年度以降の作付率は冬作の充実によっ
て再び上昇する予定である｡
第1-3表に平成4年度作物別剃種概要を示し
た｡
カンショは生育が順調で生産量と生産収入とも
史上最高となった｡除草体系は初期除草剤 (クサ
ガー ド)と畦問へのプリグロックス散布,および
生育中 ･後期の手取りとしているが改善策が望ま
れる｡
春作バレイショは平年なみの生産となった｡秋
作バレイショは極端に低収となったが,立毛状況
は極めて良好であったにもかかわらず,収穫後の
腐敗のためにかなりの数量が販売不能となったた
めである｡腐敗の原因は現在のところ不明である
が,貯蔵法の改善などに留意したい｡
カボチャは平年なみであったが,特に収量面で
改善の余地が大きい｡5月初句,ビニールキャップ
をはずした直後に強風に遭遇し,葉痛みを生じ 初
期生育が不十分となった｡
夏ダイコンは平年なみであったが,秋ダイコン
は10a当たり収量が前年の半量を下回り,大幅な
減収となった｡播種期が前年より20日程度遅延
したことと,収穫期の多雨により圃場での腐敗が
生じたことが最大の原因であるoスイートコーン
は収量｡生産量とも前年を上回り,単価は低迷した
もののまずまずの生産となった｡栽植密度の264
秩/aに対し,収量が183本/aとなった｡立毛不
良,台風による挫折倒伏とが主因であるが,播種期
ならびに収穫時期の遅延もあり,今後の課題であ
る｡枝豆は1989年度の最高に近い生産を示した｡
品種選択,作期および中耕除草など栽培技術体系
も一応の完成をみており,一層の改良を目指した
い｡
カンランは収量が低く,しかも一般市場価格と
連動して販売価格が暴落し,生産収入は前年の25
%となった｡前年は台風による市場価格の高騰に
助長され当農場では最高の生産収入であっただけ
に影響は大きいものとなった｡市場価格の乱高下
に対処しうる方策を模索している｡
カリフラワーとブロッコリー もカンランの価格
が影響し,低い生産にとどまった｡
-ボタンは生産 ｡販売とも着実でほぼ前年なみ
であった｡販売数量には限度があるため,生け花
用などの品種の多様化および-ボタンと組み合わ
せて販売できる作目の検索が課題であろう｡
ホウレンソウは前年に対し,生産量で890/.,平
均単価で63%となり,その結果販売収入では60%
の実績となった｡近年,主要な作目となったが,カ
ンランと同様市場価格との連動を回避するよう,
品種の多様化と夏作の充実などの解決策を見出し
たい｡
シュンギクは単価の下落 (前年の80%)にもか
かわらず,収量の増加によって前年以上の生産を
あげた｡これまでの露地栽培に変わりハウス栽培
としたこと増収の原因である｡
ネギは夏作の低収が影響し,前年を下回る生産
となった｡導入3年目の作目であるが,初年度が
最高の生産で以後低下している｡一般市場におけ
る価格の安値安定傾向もみられ,きめ細かい作型
の導入が必要と考える｡
当部門における販売収入は451万円で,前年比
は32%減であった｡1989年の当部門発足以来,
順調に増産を重ねていたが厳しい結果となった｡
カンランとホウレンソウに代表されるように販売
単価の下落による減収が最大要因である｡しかし,
秋作バレイショと秋ダイコンにみられるように低
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収量による生産量の減少が減収の原因となった作
目もあった｡
本年度から過5日制と平日の宿直廃止が実行さ
れ,カンショなど育苗には若干の支障をきたした
が,温度管理と湛水の自動化などで今後も対処す
る方針である｡
スプリンクラー水栓に着脱可能な自動濯水装置
(9V電池駆動,径50mmの電磁弁)を6台製作し,エ
バ-ブローチュ-ブと併用し,カボチャ｡カンシ
ョ･バレイショ以外の全作目に使用した｡特に生
育初期における使用と軟弱野菜への適用に効果を
発揮した｡
第1表 クロッピングシステム部門1992年度作物別耕種概要 (A)
番号 作 目 圃 場 面積 品 種 生産量 収量 栽植 畦帽 株間
密度
kg kg/10a接/a cm cm
?????????? 】
? ? ?
???
?
??
?
???
? ? ?
?
?
? ?
? ? ?
?
??
? ?
?
? ?
?
?
?
?
㌧ ?
?
?
?
?
?
?
ー
ー
?
??
?
?
? ? ?
? ? ? ? ?? ??? ‖ ????
㌢
? ??
?
?
???
??
?
????
? ?
??
?
?
? ?
?? ‖ ?㍉ ?
?
? ? ? ? ?
?
㍉ ? ?
?
ー
?
?
?
? ?
?? ?
高系14号
フクユタカ丹波黒
宝石枝豆 北海黒豆 ↓
利休 ハヤトLタチスス■ナリクマホマレ
カクテル86アストロハサンタムモチ黒
(在来)
京みどり ワンク.-エース
グリー ンスター
早秋カンテン 南宝
うしお力ンラン
㌔?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
??
?
?
?
? ?
?
??
??
?
?
??? ?? ??ー
? ?
? ?㍉ ?
?
?
? ?ー
? ?
? ?
?
? ?
?
? ?
?
??
???
?
?
?
??
16ホウレンソウ ハウス西2 9.6 noL,-ト◆トライ
17ネキ■(夏) 西6ハウス西32.7 九条
??? ???? ?
? ?
? ??
????
??? ?
? ? ? ? ? ? ?? ?
???? ????????????????
??????
??
????
? ????
????????
???? ?? ? ? ? ? ?? ?? ? ?
?
??
?
?
? ? ?
? ? ????? ? ?????? ?
?
??
?
??
?
? ???? 】????
1818 1888 条捕
369 1367(条播)
18ネキナ 西1 12.0 九条ネギ 739 616 481
19げ イコン 西4 - 酎病宮重 酎病総太り 64 -
20八〇レイショ(春作) 西1 19.7 男爵イモセトユタカメークインデシ○マ3415 1734
21八〇レイショ(秋作) 西3 13.0 デシやマ 742
22ダ■イコン(塞) 西3 3.5 おしん 二月早生 夏みの早生960
23ダ○イコン 西4 10.0 酎病宮重 酎病総太り 2037
24カブや(夏) 西3 1.0 ひかり蕉 232
25カフ中 西2 2.0 ひかり蕪 1333
26nホ■ケン 西1 2.5 白小町Fl紅小町F1
27枝豆(脚ス) 1号ハウス 1.9 サッホ○ロミドリ
28カンショ苗 一 高系14号
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第2表 クロ､ソビングシステム部門1992年度作物別緋種概要 (B)
番号 作 目 施肥遍 kg/10a 基肥意 kg/10a
N P205 K20 N P205 K20
lカンショ (20) (20)
2タltイス○(子実) 2.1 10.0 12.0 - 10.0 12.0
3タやイス't(枝豆) 2.1 10.0 12.0 0 10.0 12.0
4カホ'チャ 11.2 ll.2 ll.2 2.4 8.4 8.4
5トウモ肘シ 15.4 ll.2 14.2 日.2 ll.2 ll.2
6ホoッ70コーン 15.4 ll.2 14.2 11.2 ll.2 1l.2
7ヒO-マン 23.8 ll.2 20.2 11.2 ll.2 ll.2
8オクラ 23.8 ll.2 20.2 11.2 ll.2 ll.2
9カンテン(早生) 23.2 15.4 19.3 12.6 9.0 ll.7
10カンラン(晩生) 21.0 12.6 18.6 12.6 12.6 12.6
11カリフラワー 18.2 9.8 15.8 9.8 9.8 9.8
12Ttロツコリー 18.2 9.8 15.8 9.8 9.8 9.8
13ミス1ナ 11.2 ll.2 ll.2 11.2 ll.2 ll.2
14シュン1小ク 15.4 ll.2 14.2 11.2 ll.2 ll.2
15ホウレンソウ(夏) 19.6 ll.2 17.2 11.2 ll.2 ll.2
16ホウレンソウ 17.0 12.8 15.8 12.8 12.8 15.8
17ネ寺｡(夏) 12.6 8.4 ll.4 8.4 8.4 8.4
18ネキナ 15.5 ll.3 14.3 11.3 ll.3 ll.3
19ハタ1'イコン 15.4 ll.2 14.2 11.2 ll.2 ll.2
20八十レイショ(香) 10.4 7.4 9.6 10.4 7.4 9.6
21nやレイショ(秩) 9.8 9.8 9.8 9.8 9.8 9.8
22タやイコン(夏) 23.8 ll.2 20.2 11.2 ll.2 ll.2
23タ.イコン 15.4 ll.2 14.2 11.2 ll.2 ll.2
24力Tl(夏) 21.0 8.4 17.4 8.4 8.4 17.4
25力7'- 14.8 9.8 12.8 9.8 9.8 9.8
26ハJlr'タン 9.8 9.8 9.8 9.8 9.8 9.8
27タやイスや(枝豆ハウス) 3.2 10.0 12.0 3.2 10.0 12.0
28カンショ苗
-7-
第3表 クロ､ソビングシステム部門1992年度作物別耕種概要 (C)
番号 作 目 摘 種 目 定 植 目 収穫始期 収穫終期
月.日 月.日 月.日 月.日
1カンショ 3.19
2ダ'イス÷(子実) 7.6
3タ1'イス'1(枝豆) 4.20-6.25
4hlTt小チャ 4.6
5.125.28 10.6 11.2712.24
11.30
7,13- -10,2
6.256.25 8.108.10
5トウモロコシ 4.74.134.285.75.216.21 7∴ト 8ー.10
6ホoッ70コーン 6.22
7ヒO-マン 3.18
8オクラ 3.18
9カンラン(早生) 7.217.27
10カンラン(晩生) 8.3
11カリ7ラワー 8.3
127やロツコリー 8.3
13ミスナナ 10.16
14シュンキナク 9,29
15ホウレンソウ(夏) 4.9-5.22
16ホ91'ンlJウ 9.17-10.21
? ? ?
? ? ?? ? ???
?????
? ? ? ???
?
? ?? ?
? ?
?
?? ??
?????
? ? ?? ?
??????
10.26
17ネキナ(夏) 1.234.2-5.155.22- 5.25
18ネキ■ 4.2
19nダ小イコン 9.2110.110.12
20nTlレイショ(香) 3.6
21nltレイショ(秩) 9.3
22タやイコン(夏) 4.7-4.15
23タ寸イコン 9.2110.110.12
24カフ｡(夏) 4.15
25カデ 9.2110.110.12
26nJftタン 8.3
27タナイス小(枝豆ハウス) 3.16
28カンショ苗 3.19
9.14-9.18 11.4
10.12
6.16.56.ll6.29
? ?
?
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9.ll
? ?? ? ? ??
?
? ?
?? ??? ? ??
??
??
?
?
?? ? ?? ? ? ?
??????
?
??
?
2.9
7.29
2.8
11.6
6.46.56.ll7.7
? ? ?? ?????????
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汎岡耕地部門
岡山 ◎八浜水 田部
平成3年度まで岡山水田と八浜水田は異なる運
営形態をとってきたが,平成4年度以降汎用耕地
部門として一体的に水稲栽培を行なうことになっ
た｡これに伴い,これまで八浜水田で栽培を行っ
てきたビール麦,エンバク,スーダングラス,カボ
チャの作付けを中止した｡
平成4年の稲作期間の気象概況は,本田初期の6
月がやや低温に推移し,8月に台風9,10,11号の
接近に伴い強風による若干の被害が認められたも
のの,籾数は平年以上に確保された｡9,10月と平
年以上の日照に恵まれて登熟が良好に進み,病害
虫の発生も少なく,水稲の作柄は全国平均504kg
/10a(作況指数101平年並),岡山県平均494kg
/10a(作況指数10やや良)であった｡
平成4年度に栽培した水稲品種はアケボノに統
一し,岡山1,2号水田と八浜2,5号水田は田植機
を用いて成苗 (菓齢5-5.5)を移植し,八浜1,3,
4,6号水田は乾田直播栽培とした｡また,八浜農
場では開設時から継続実施している生わらの土壌
還元試験とともに,昭和63年度より行なっている
緩効性窒素肥料の肥効試験を行なった｡岡山3号
水田では,博士･修士｡卒業論文作成のための試験
が行なわれ,多くの研究成果が報告された｡
本農場の水稲収量は岡山水田553kg/10a,八
浜水田492kg/10aと,いずれも岡山県の平均レ
ベルを確保し,総出荷量は1537袋 (30kg)と最高
を記録した｡
第 1表 栽 培 面 積
作 目 栽培様式 品 種 栽培圃場 及び 面積 (a) 合 計(a)
岡 山 水 田
水稲 移 植 アケボノ 1号(65) 2号(65) 3号(5) 135
八 浜 水 田
水稲 移 植 アケボノ 2号(158)5号(134) 292
直 播 アケボノ 1号(281)3号(69)4号(81)6号(54) 485
第2表 栽 培 の 概 要
作 目 栽培様式 品 種 播種･移植期 慧発慧 種悪月eN畳遮 /10琵),｡ 収穫期
岡山水田
水稲
八浜水田
水稲
移 植 アケボノ 5/11･6/16 2,5 LP 7.0 7.0 7.0 10/21
化成 9.7 6.0 9.4
(側条施肥) 10/26
移 植 アケボノ 5/19･6/23
直 播 アケボノ 5/6-8
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第 3表 水 稲 防 除 作 業 内 容
薬 剤 名 圃 場 名 使用量 (/10a) 作 業日/冒
八 浜 水 田
除草剤 サターン乳剤
スタム乳剤
スダム乳剤
スタム乳剤
シげ､ン粒剤
シげ､ン粒剤
殺虫 ｡ 夕小イシストン粒剤
殺菌剤 レルタ謹海鼠
1,3.4.6号田 1,154ml
〝 1.008ml
〝 884ml
〝 708ml
〝 3.3kg
2,5号田 3.3kg
1,3,4,6号田 5.7kg
1,2.3,4,5,6号田 3.1kg
ラフ､サイドオフトレホ小ン粉剤 1.2,3,4,5.6号田 3.7kg
岡 山 水 田
除草剤 シンサ小ン粒剤 1,2号田
殺虫 ｡ ルー八､ンM粒剤 //
殺菌剤 アブ中ロ一十守ル7ェ小粒剤 〝
ラフ､サイドオフトレホナン粉剤 //
第 4表 水 稲 収 量
作目 品 種 収 量kg/10a
水稲 アケボノ
〝 アケボノ
552.8 岡山
492.3 八浜
屑米1650kg
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装置化生産部門
果 樹
果樹園装置化施設が開設されてから20余年,い
ずれの果樹とも生産量の低下ならびに枯死個体の
続出している現状に鑑み,一昨年度から改植を含
む果樹園全体の抜本的な改革に着手した｡本年度
ち,モモの一部を伐採した跡地にカキを定植した｡
また,昨年度までにブドウの改植がほぼ終わった3
号園については,雨による病虫害の蔓延を防ぐた
めに,降雨遮断装置を設置した｡第1表に示した
ように,本年度の総生産量ならびに総販売額は昨
年度とほぼ同じであった｡各園の状況は以下の通
りである｡
1号園 :モモは,昨年度と同様に全般に樹勢の
低下が著しいが,果実発育期間中の気象条件に恵
まれたため生産量では昨年度よりも多かった｡昨
年度にモモを伐採した跡地を苗圃に転換し,モモ
の台木を養成して接ぎ木の実習を行った｡カキの
生産量は昨年度の2倍以上もあった.このため,
販売しきれないものも生じ,一部は干しガキとし
て販売した｡
2号園:モモについては,1昨年および昨年度に
続いて枯死する個体の多いエスラウメ台の 清`水
白桃'を伐採し,その跡地にカキ 富`有'を定植し
た｡リンゴは,昨年秋の台風による落葉のため花
芽の着生が少なかった.このため,生産量は昨年
度の半分以下であった｡
3号園 :昨年度までに,木園全体にわたって進
めていた改植をほぼ終了した｡改植によって導入
された本園のブドウは,藤`稔', ピ`オーネ'および
巨`峰'の4倍体品種と マ`スカット｡ベ-リー A',
ヒ`ロハンブルグ'および ァ`-リ-スチュ-ペソ
の各品種である｡雨による病虫害の蔓延はブドウ
那
栽培における最大の障害であるが,これを防ぐた
めに全図 (約35アール)にわたって降雨遮断装置
を設置した｡これにより,改植したばかりの本年
度の生産量はほとんど皆無であったが,次年度に
はかなりの量の果実生産が期待できる｡なお,キ
ウイフルーツの生産量は昨年度の約2倍であった
が,改植したブドウ樹の生育に支障を来す個体に
ついては,年度末に伐採した｡
4号園:ブドウ各品種の生産量は,セ ロハンブ
ルグ を除いては昨年度よりも多く,とくに,マ`ス
カット｡ベ-リー A'と ビ`オ-ネ'の生産量の増
加が顕著であった｡しかし,昨年度と同様に,各品
種とも果実の着色が劣り,とくに4倍体品種の 巨`
峰'と ビ`オ-ネ'で劣った｡
ガラス室:大温室については,昨年度に マ`スカ
ット｡オブ｡アレキサンドリア, グ`ロー｡コール
モノ,ネ`オ｡マスカット',瀬`戸ジャイアンヅ お
よび ロ`ザリオビアンコ'を定植した｡しかし,こ
のうちの数個体については,土壌の理化学性に原
因すると患われる生育障害が現れた｡
地中温度制御室の無加温の マ`スカット｡オブ･
アレキサンドリア'については,昨年度とほぼ同様
の生産量であったが,昨年度から1月加温に作型
を変えた空調室の マ`スカット｡オブ｡アレキサン
ドリア については,樹勢の衰弱がひどく,昨年度
と同じように少ない生産量であった｡
見本園:ウメの生産量は昨年度よりも著しく少
なかったが,ビワの生産量は昨年度よりも約5割
多かった｡クルミとミカンについてもわずかなが
ら収穫できた｡
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第 1表 平成4年度における作目別の生産量と販売額
作 目 品 種 生産豊(kg) 販売額(円)
モモ
ブドウ 巨峰
ビオ-ネ
紅富士
マスカットベ-リ-A
ヒロハンブルグ
マスカット｡オフ､'｡アレキサンドリア
リンゴ つがる
ジョナゴ-ルド
千秋
ふじ
カキ 冨有
西条
平核無
愛宕 (生呆)
愛宕 (干果)
キウイフル一一ツ
ウメ
ビワ
ナヅソ類 (クルミ,ペカン)
ユズ
1,656.7 716,500
612.8 351,300
223.1 230,000
65.5 52,400
1,647.5 655,300
434.0 260,400
178.4 267,300
762.5 325,400
296.0 118.400
69.0 27,600
396.1 169,800
729.4 163,650
88.0 22,000
659.2 194,100
811.0 198,000
45.6 45,600
214.0 85,600
46.0 16,300
120.0 48,000
25.3 15,800
73.4 18,300
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そ栗 ◎花 き部
平成4年度におけるそ菜｡花き部の新種,生産等
の概要を第1表に示した｡年間を通じて効果的な
学生実習を行うため本年度も露地の夏作果菜類を
軸としてこれに秋作葉菜類と施設花さを組み合わ
せた作付け体系を基本的に踏襲した｡
果菜類についてみるとキュウリが病害によって
予想収量を下回った他は,はば計画通りの収量で
あった｡ トマ トについては昨年から市場の人気品
種である 桃`太郎'の栽培を試みてきたが元来が施
設用に育成された品種のため露地での栽培はやや
困難であった｡又,トマトについてここ数年来悩
まされてきたカラスによる被害を防ぐため,本年
度は果実が熟す前に圃場全体をサワラ用漁網で覆
う応急手段をとった｡食害が回避できたはかに,
盛夏の強い太陽光が漁網によって遮られたため高
温障害が少なく,増収につながったという副次的
効果もあった｡
葉菜類では,管理労力の平均化を図るためこれ
まで秋播きに限っていたハクサイの春播き栽培を
導入した｡幸い播種後の気温が順当に推移したた
め柚だいも無く,高品質の結球が得られた｡しか
し春播きの場合収穫が高温期にかかって品質が低
下し易いため,柚だいをしない限界の播種期につ
いて今後どこまで早められるかさらに細かく詰め
る必要がある｡
花きについてはこれまで数年問にわたって温室
カーネーションと電照ぎくを中心にした作付けを
行ってきたが,本年度は切花の低コス ト生産を目
標として露地の夏ギクおよび8｡9月咲きギクの栽
培面積を4.4aにまで増やした｡これは一昨年から
行ってきた約30品種の比較試験によって 金`峰'
満`月'など本附属農場の栽培形態に適した品種が
選抜できたためと,手軽に購入できる切花需要の
増大に応えたものである｡キク全体についてみる
と結果的に予想を上回る収入金額となった｡
我が国の花消費はその約80%が,非日常的に消
費される高価格な花によって占められるという先
進国中ではきわめて特異な状態にある｡現在農水
省などによって ｢日常生活にとけ込んだカジュア
ルフラワー｣の増産構想が進められているが,花
さについての作付けや実習教育を考える場合この
ような視点からの検討も今後必要であろう｡
本年度におけるそ菜と花さの売り払い金額の比
率はそれぞれ59%と41%であった｡昨年度に比
べて花さの比率がやや増加したが,実習効果や労
力配分などの面からみてほぼ適切であったと考え
ている｡
第1表 平成4年度そ菜 ｡花き耕種,生産概要
作 目 品 種
トマト
ナ ス
キュウリ
シE]ウリ
ハクサイ
タマネギ
中国野草
サトイモ
タマネギ苗
キ ク
カーネーション
サターン他
長 者
北進他
阿波緑
耐病60日
OP貴
えぐいも
OP貴
金峰他
タンガ他
アルストE]メリア セレナ他
圃場 面積 収量
南 1号 5.0a
南 1号 6.7
南1,2号 6.6
両2号 3.3
南2号 13.3
南 1号 10.0
南2号 6.1
両2号 6.1
南2号 2.2
南1号,ハウス6.9
温室 1.8
売払金額
1105Kg282,150円
1802 419,650
1236 251,600
230 69,000
2732 274,250
4371 472,190
1180 287,550
785 235,250
10900本 32,700
17021 953,700
12002 602,540
温室 1.1 623 62,300
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奉島農場
本農場の最も主要なカンキツである温州ミカン 半分以下であった｡しかし,甘夏の生産量が多か
紘,昨年秋に襲来した台風19号のためかなりの伺 ったので,総生産量ならびに販売額は昨年度とは
体が枯死した｡このため,その生産量は昨年度の ぼ同じであった (第1表)0
第1表 平成4年度におけるカンキツの種類別生産量と販売額
種 類 生産量 販売額(円)
温州ミカン 2,399.0(kg) 384,800
ポンカン 122.0 48,800
イヨカン 475.0 142,500
甘夏 3,890.0 954,750
ハツサク 283.5 85,050
雑柑類 735.0 206,150
レモン 135.8 38,700
スダチ 40.8 20,400
キンカン 97.5 19,500
ダイダイ 41.5 8,300
セミノール 111｡0 33,300
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平成4年度の飼育牛移動状況は第1表に示した｡
子牛生産頭数は39頑となって,例年に比較して大
きな増大を見た｡これは,繁殖管理,衛生管理での
改善努力により,受胎率の向上と子牛の下痢によ
る死亡がなくなった事によるものである｡当期の
販売総頭数は34頑で,このうち子牛20頭肥育牛
14頑であった｡繁殖雌牛のうち1頑は病畜で屠殺
したものである｡繁殖牛,Y81号牛 (H4.4.13,8
産を分娩)が後産陣痛による子宮脱が原因で死亡
(H4.4.14朝発見),また,H4.ll.2より実験牛舎で
肥育を開始中のY108号牛が死亡 (H5.1.22朝発
見)した｡本牛は口,眼,肝門から出血があり,状
況判断から家畜保健所に検査依頼をし,検査の結
栄,法廷伝染病の疑いのないことが認められ,突然
死であろうと診断された｡いずれも前日夕刻退場
時の見回りにおいては異常,その兆候は認められ
ず,不慮の事故であった｡
繁殖成績として,H4.1.1-4.12.31の間の人工
授精可能頭数は50頑 (若雌牛で発情しても人工授
精をしなかったものは除いた)で,このうち実際
に受胎した頭数は41頑であった｡第2表は全授精
に対する受胎率,同一雌牛に対する授精回次を考
慮し,初回発情授精及び1-3回発情授精の受胎率
を示した｡全授精に対する受胎率は57.7%,この
うち初回発情授精による受胎率は66.70jo,1-3回
発情授精によるそれは57.2%となり,前年度に比
較して非常に良くなっていた｡
粗飼料生産利用状況は第3表に示した｡当牧場
の青草換算総生産室は536,826Kgであり,10aあ
たり平均収量は4530Kgであった｡利用形態別で
は,青刈りは27.30/0,サイレージは22.7%,乾草は
8.9%.放牧は41.0%であった｡前年度に比較して
生草生産量ではやや減少したが,利用形態別生産
量はサイレージ及び放牧利用が大きく増加した｡
今年度から岡山農場,八浜農場での飼料生産を中
止した上での結果であり生産利用計画,形態,方
法,技術など牧場関係者による努力のたまもので
ある｡採草地のK号草地 放牧地B,F号草地で生
産性が低いのは,水はけが悪いことが原因と考え
られる｡種々対策を講じているが,根本的に整備
する必要がある｡
∴ 岩.:I,::-1∴ ?㌦ 二 王 ..∴ ∴ さ一
に昨年の価格を大きく低下した｡特に,12月以降
の市場で著しい低下であった｡日齢体重によって
発育を年次比較すると,去勢牛,雌ともに前年に比
較して低く,雌の出荷齢が11カ月となっている事
から,雌での減少が著しかった｡体重の減少もさ
ることながら,牛肉輸入自由化の影響がここに来
て現れ始めたといえる｡
枝肉販売売上成績は第4表に示した｡W79号は
四肢の状態が悪く肥育完了までの日数に耐えられ
ないとの判断で,約1カ月早く出荷した｡肥育完
了牛は格付けは中で単価は高くなかった｡従って
1頭あたりの価格も50万円を割った｡短期肥育の
雌は,昨年同様に,惨めな売上となった｡これらの
結果は子牛の場合と同様牛肉自由化の影響を受け
たものであり,雌の短期肥育は売上を期待するこ
とはできない｡
今年度から機会警備により宿直廃止となった
が,この体制にふさわしい管理方式を模索して行
く必要がある｡
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鮮1表 平成4年度飼育牛移動状況
子牛 育成牛 熊親牛 肥育牛 子牛 育成牛 肥育牛
04.04.01現在 14 4 45 013 9 7
?
?
?
噂 生産
振替
???
?
振替 3
減 へい宛
完却 2
04.10.01現在 14 3
?
?
?
増 生産 11
揺替 1 3
撮曹 3 2
減 へい死
完却 8 - - 6 4
05.03.31現在 14 4 43 022 6
算2表 平成4年度の人工授精成規
初回授精 1-3回授精 全捜将
捜椅延頭数 48 21 7 1
受胎頭数 30 12 4 1
受胎率 66.7 57.2 57.'7
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第3表 1993年度津高牧場における飼料作物生産量と他農場からの供給量
別掲l;I,fLR別収垣(kg)
胃刈 乾草 lJイいシJ
A 90 エソハ'ク 90
州 がム() 90
B 65 混摺牧草 65,
C 40 混捕牧草 40
D 130エンハ'lク(へイオ-ワ) 130
ソルがム() 130
E 76イタリアン(夕子りセ)
ス-タ.1ンrラス
? ?
?
? ? ?
? ? ?
F 184 泥縄牧草 184
G l12 テ昆綿牧草 112
H 47 混摘牧草 47
I 185 混描牧草 185
J 105 i昆招牧草 105
K 190混摘(イケ+エン)
ス-yナンrラス
エン八.ク(才-l)
ソMJA()
エ川√ク(大)
ス-9ナンケ㌔ラス
計
イタリアンライrラス
テ､-ントコーン
粥貰
エンハ●■ク
スー ク1tン
9,550
19.210
12,892
5,880
? ???
? ??? ? ?? ? ????? ?? ??????
?
21,620 2,135
15,160
4,580
3,170
7,330
14,395
4,950
1,410 2,930
146.755
における飼料作物の利用JP/摺
放牧廷謂教 生草樫等 1富~軍曹了｢ 10a当りW
放牧 収量(kg) 収壁 平均収監
48,226 85,U76 9y453
36.850
22,160 554 22,160 22.160 3,409
30,400 760 38,400 30,400 7,600
1,120 46,13ロ 86,750 6,673
40.620
22,04CI 32,960 4,337
10,920
? ? ?? ??? ??????
?
? ?
9,595 40.672 220.080
6 59,040 59,040
8 31.520 31,520
0 14,400 14,400
6 61.440 61,440
0 0 0
32,295 113,080
24,670
26,570
14.395
4,950
10,200
5.47L1 536.826
宵刈 乾草 サイt,-シ■ 放牧 総計 (採草利用)
146,755 47,975 122,016 220,080 536,826 316,746
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?? ? ?? ? ? ??? ? ??????
鱒4表 平成4年度子牛版完成絶
版 完 耳樽
年月日
番号
?
? ?
?
?
? ? ? ? ? ? ???
?
????
04.05.14R418 03.05.05噸
R422 03.06.17去
R427 03.08.26去
04.07.08R428 03.09.01噸
R426 03.08.02去
R429 03｡0凱05去
R431 03.10.26去
04.09.03R432 03.ll.07去
04.10.28R434 03.ll.17去
R435 03.ll.20噸
R436 03.12.20噸
R437 03.12.22去
04.12.05R438 03.12.26噸
R439 04｡01｡26頗
05.03.05R445 04.03.09噸
R446 04.03.12噸
R454 04.05.27去
R455 04｡06｡09去
日額 せり滞 kg当り 母牛 父牛
体重 価 格 単価
(kg/日) (千円) (円/kg)番号 番号
375 267 0.712
332 291 0.877
262 269 1.027
311 235 0.756
341 277 0.812
307 293 0.954
262 241 0.977
301 267 0.887
346 305 0.882
343 257 0.749
313 279 0.891
311 289 0.929
345 260 0.754
314 224 0.713
361 250 0.693
358 291 0｡813
282 295 1,046
269 259 0｡963
247 925 Y130鈴6藤森
304 1,045 YIO8欝12安酒匡
296 1,100 Y93平田
304 1,294 Y138平田.
316 1,141 Y159鮮10花横
308 1,051 Y87仙守3
229 818 Yl15筋12発情匡
255 955 Y156仙守3
317 1,039 Y147平田
236 918 Y141平田
266 953 Y80平田
309 1,069 y148館]0花桟
255 980 Y112平田
220 1,125 Y145平田
142 568 Y158平田
210 722 Y71平田
245 831 Y130平田
201 776 Y137野10花横
平均催 去勢 30呈 279 0.935 278 983
戯 3壇0 270 0｡760 235 936
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欝5義 軍成4年度枝肉願完成韻
と 観 賞襟 晶礎
年月日 番号 性別
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
? ?
?
?
‥ ? ? ? ‥
?
?
?
??
?
04.08.25W79 品去
04.10.09W78 鼠菜 712
闇80 最蓋 560
W81 鼎去 642
樹83 展墓 646
闇8亀 展墓 700
W85 展墓 746
Y140 恩噸
05.03.08YIO4 品雌
Y138 鼎噸
Y153 品雌
枝肉 枝肉 売上 生体
車腐 金額 単価
規格 (Fl/kg) (千円) (円/kg)
489.5 ･ C.qi
458.3 64.4 -^2
346.9 61.9 Al2
407.8 63.5 A-2
394.9 61.1 A-2
451.4 64.5 A-2
461.8 61.9 At･2
217.2 F･ C-1
393｡9 -
357｡8 -
376.1
ー 19-
600 293,700
1,250 5'72,875
1,200 416,280
1,150 468"()70
1,280 505,572
1,180 532,652
1,150 531,070
280 60,816
500 i96タ950
500 114,125
500 194/753
? ? ??? ???? ?
? ????? ?? ? ??
?? ? ー? ? ?
